
(57)【要約】

【課題】　高温・高振動という過酷な環境下で使用され

ても、破壊されにくく、優れた振動減衰性を発揮する転

がり軸受装置を提供する。

【解決手段】　本発明の転がり軸受装置１０は、内輪１

２、外輪１３、玉（転動体）１４を有する転がり軸受１

１と、内外輪１２，１３の壁面に配置される緩衝材１５

，１６とを備えている。そして、前記緩衝材１５，１６

として、内外輪１２，１３の形成材料とは異なる金属材

料であって、防振係数が１％を超え、かつ、引張強度が

１０ｋｇ／ｍｍ２ 以上である金属材料に形成されたもの

を用いるようにした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軌 道 輪 お よ び 転 動 体 を 有 す る 転 が り 軸 受 と 、 前 記 軌 道 輪 の 壁 面 に 配 置 さ れ る 緩 衝 材 と を
備 え た 転 が り 軸 受 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 緩 衝 材 が 、 前 記 軌 道 輪 の 形 成 材 料 と は 異 な る 金 属 材 料 で あ り 、 防 振 係 数 が １ ％ を 超
え 、 か つ 、 引 張 強 度 が １ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｍ ２ 以 上 で あ る 金 属 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 転 が り 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 緩 衝 材 の 防 振 係 数 が ８ ％ 以 上 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 転 が り 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 緩 衝 材 の 引 張 強 度 が ２ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｍ ２ 以 上 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 転 が り 軸
受 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 自 動 車 用 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の 回 転 軸 と ハ ウ ジ ン グ と の 間 に 配 置 さ れ
て 用 い ら れ る 転 が り 軸 受 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 用 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン は 、 エ ン ジ ン か ら の 動 力 を 伝 達 す る た め に 、 様 々 な 変 速 機
構 を 有 し て い る 。 例 え ば 、 オ ー ト マ チ ッ ク ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 、 マ ニ ュ ア ル ト ラ ン ス ミ ッ
シ ョ ン は 、 歯 車 に よ り 駆 動 力 を 伝 達 し 、 無 段 変 速 機 （ Ｃ Ｖ Ｔ ： Continuously Variable Tr
ansmission） は 、 動 力 伝 達 部 材 間 （ 例 え ば ベ ル ト と プ ー リ と の 間 ） の 摩 擦 ト ル ク に て 駆 動
力 を 伝 達 す る 。 こ れ ら の 変 速 機 構 で は 、 エ ン ジ ン か ら の 動 力 変 動 な ど に よ る 振 動 や 歯 車 の
噛 み 合 い 振 動 、 動 力 伝 達 部 材 間 の 接 触 に よ る 振 動 な ど が 起 振 源 と な り 、 そ の 振 動 が 変 速 機
構 を 構 成 す る 回 転 軸 （ 動 力 伝 達 軸 ） 、 そ れ に 直 接 嵌 め 合 わ さ れ た 支 持 軸 受 、 さ ら に そ れ に
直 接 接 触 す る ハ ウ ジ ン グ の 順 で 固 体 伝 播 す る こ と で 、 ハ ウ ジ ン グ を 震 わ せ 空 気 伝 播 に て 音
を 発 生 さ せ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 問 題 を 解 決 す べ く 、 上 記 の よ う な 固 体 伝 播 の 途 中 に 位 置 す る 支 持 軸 受 に お い て 、
回 転 軸 の 振 動 を 減 衰 さ せ て 固 体 伝 播 を 有 効 に 阻 止 し よ う と す る 試 み が 行 わ れ て い る 。 例 え
ば 、 転 が り 軸 受 の 軌 道 輪 と ハ ウ ジ ン グ と の 間 に 、 複 数 の 窓 孔 を 有 す る 芯 金 が 埋 入 さ れ た 弾
性 体 （ ゴ ム 等 ） を 介 在 さ せ る こ と が 行 わ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ １ ０ ３ ７ ０ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 、 図 ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ の 転 が り 軸 受 は 、 芯 金 の 窓 孔 部 分 の 厚 肉 の 弾 性 体 （ ゴ ム 等 ） の 振 動 吸 収
作 用 に よ っ て 、 従 前 以 上 に 、 回 転 軸 の 振 動 が ハ ウ ジ ン グ に 固 体 伝 播 し て し ま う の を 抑 制 す
る こ と が 可 能 と な っ た が 、 ま だ ま だ 充 分 と は い え な い 。 す な わ ち 、 特 許 文 献 １ の 転 が り 軸
受 で は 、 ゴ ム な ど の 弾 性 体 に 芯 金 を 埋 入 し た 緩 衝 材 を 用 い て い る た め 、 例 え ば １ ５ ０ ℃ 以
上 と い う 高 温 環 境 下 で 使 用 さ れ る と 、 弾 性 体 自 体 が 劣 化 し て し ま っ た り 、 芯 金 と 弾 性 体 の
熱 膨 張 係 数 の 相 違 な ど に よ っ て 弾 性 体 に 亀 裂 が 発 生 し て し ま っ た り す る と い う 傾 向 が あ る
。 そ し て 、 こ の 傾 向 は 、 回 転 軸 の 振 動 が 大 き け れ ば 大 き い ほ ど 顕 著 に 見 ら れ る 。 こ の た め
、 特 に 高 温 ・ 高 振 動 と い う 過 酷 な 使 用 条 件 下 に お い て も 、 破 壊 し 難 い 充 分 な 強 度 を 備 え 、
し か も 回 転 軸 の 振 動 を 有 効 に 減 衰 さ せ る 、 い わ ゆ る 防 振 型 の 転 が り 軸 受 の 開 発 が 嘱 望 さ れ
て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 高 温 ・ 高 振 動 と い う 過 酷 な 環 境 下
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で 使 用 さ れ て も 、 破 壊 さ れ に く く 、 優 れ た 振 動 減 衰 性 を 発 揮 す る 転 が り 軸 受 装 置 の 提 供 を
そ の 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 転 が り 軸 受 装 置 は 、 軌 道 輪 お よ び 転 動 体 を 有 す る 転 が り 軸 受 と 、 前 記 軌 道 輪 の
壁 面 に 配 置 さ れ る 緩 衝 材 と を 備 え た 転 が り 軸 受 装 置 で あ っ て 、 前 記 緩 衝 材 が 、 前 記 軌 道 輪
の 形 成 材 料 と は 異 な る 金 属 材 料 で あ り 、 防 振 係 数 が １ ％ を 超 え 、 か つ 、 引 張 強 度 が １ ０ ｋ
ｇ ／ ｍ ｍ ２ 以 上 で あ る 金 属 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 軌 道 輪 の 壁 面 に 、 そ の 軌 道 輪 の 形 成 材 料 と は 異 な る 金 属 材 料 で あ
っ て 、 特 定 の 防 振 係 数 と 引 張 強 度 と を 備 え た 金 属 材 料 に よ り 形 成 さ れ た 緩 衝 材 を 備 え た 転
が り 軸 受 装 置 で あ る の で 、 例 え ば 、 振 動 を 伴 う 回 転 軸 と ハ ウ ジ ン グ と 間 に 配 置 さ れ て も 、
緩 衝 材 を 構 成 す る 金 属 材 料 に よ っ て 、 振 動 エ ネ ル ギ ー が 熱 エ ネ ル ギ ー な ど に 変 換 さ れ て 、
回 転 軸 の 振 動 を 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た め 、 回 転 軸 か ら ハ ウ ジ ン グ に 振 動 が 固 体
伝 播 す る の が 有 効 に 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 緩 衝 材 自 体 が 強 度 を 有 し て い る の で 、 高 温 ・ 高 振
動 と い う 過 酷 な 環 境 下 で 使 用 さ れ て も 、 破 壊 さ れ て し ま う と い っ た こ と も 有 効 に 防 止 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 転 が り 軸 受 装 置 に お い て 、 前 記 緩 衝 材 の 防 振 係 数 が ８ ％ 以 上 で あ る の が 好 ま し い 。
こ の 場 合 、 よ り 効 果 的 に 回 転 軸 の 振 動 を 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 転 が り 軸 受
装 置 に お い て 、 前 記 緩 衝 材 の 引 張 強 度 が ２ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｍ ２ 以 上 で あ る の が 好 ま し い 。 こ の
場 合 、 緩 衝 材 の 耐 久 性 が 高 ま る た め に 、 よ り 長 期 に わ た り 安 定 し て 使 用 す る こ と が で き る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 軌 道 輪 の 壁 面 に 、 そ の 軌 道 輪 の 形 成 材 料 と 異 な る 金 属 材 料 で あ っ て 、
特 定 の 防 振 係 数 と 特 定 の 引 張 強 度 と を 備 え た 金 属 材 料 に よ り 形 成 さ れ た 緩 衝 材 を 備 え て い
る の で 、 高 温 ・ 高 振 動 と い う 過 酷 な 環 境 下 で 使 用 さ れ て も 、 破 壊 さ れ に く く 、 優 れ た 振 動
減 衰 性 を 発 揮 す る 転 が り 軸 受 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 転 が り 軸 受 装
置 を 例 え ば 自 動 車 の ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン に 組 み 付 け た 場 合 、 騒 音 の 発 生 が 抑 制 さ れ る た め
に 、 車 内 を 快 適 な 空 間 に す る こ と が で き 、 ま た 自 動 車 の 騒 音 問 題 の 解 消 に 寄 与 す る こ と も
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の
第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 転 が り 軸 受 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 転 が り 軸 受
装 置 １ ０ は 、 例 え ば 無 段 変 速 機 の 振 動 を 伴 う 金 属 （ 構 造 用 鋼 な ど ） 製 の 回 転 軸 （ 動 力 伝 達
軸 ） １ と 低 防 振 性 の 金 属 （ ア ル ミ 合 金 、 鋳 鉄 な ど ） 製 の ハ ウ ジ ン グ ２ と の 間 に 配 設 さ れ る
も の で あ り 、 転 が り 軸 受 と し て の 深 溝 玉 軸 受 １ １ と 、 こ の 深 溝 玉 軸 受 １ １ と 回 転 軸 １ と の
間 に 介 在 さ れ る 内 輪 側 緩 衝 材 １ ６ と 、 前 記 深 溝 玉 軸 受 １ １ と ハ ウ ジ ン グ ２ と の 間 に 介 在 さ
れ る 外 輪 側 緩 衝 材 １ ５ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 深 溝 玉 軸 受 １ １ は 、 回 転 軸 １ を 支 持 す る た め に 配 置 さ れ て お り 、 軌 道 部 を 有 す る 内 輪 １
２ お よ び 外 輪 １ ３ と の 間 に 複 数 の 玉 （ 転 動 体 ） １ ４ が 転 動 自 在 に 配 置 さ れ た 構 成 を し て い
る 。 こ れ ら 内 外 輪 １ ２ ， １ ３ や 玉 １ ４ は 、 軸 受 自 体 の 長 寿 命 化 を 図 る べ く 、 軸 受 鋼 な ど の
耐 久 性 に 優 れ た 高 強 度 の 鋼 材 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 深 溝 玉 軸 受 １ １ は 、 保 持
器 を 用 い な い 総 玉 軸 受 で あ る が 、 保 持 器 を 有 す る 玉 軸 受 で あ っ て も よ い の は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 内 輪 側 緩 衝 材 １ ６ は 、 内 輪 １ ２ の 内 周 長 と 同 一 ま た は そ れ よ り も 若 干 短 い 外 周 長 を 有 す
る 円 筒 状 （ ス リ ー ブ 状 ） の 環 状 部 １ ６ ａ と 、 そ の 一 端 側 に 形 成 さ れ 環 状 部 １ ６ ａ の 外 方 に
向 か っ て 延 設 さ れ た 鍔 部 １ ６ ｂ と を 有 し て い る 。 こ の 内 輪 側 緩 衝 材 １ ６ は 、 そ の 環 状 部 １
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６ ａ が 内 輪 １ ２ の 内 周 面 （ 壁 面 ） に 位 置 し 、 鍔 部 １ ６ ｂ が 内 輪 １ ２ の 一 方 の 端 面 （ 壁 面 ）
に 位 置 す る よ う に 内 輪 １ ２ に 嵌 合 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 環 状 部 １ ６ ａ で ラ ジ ア ル 方 向
の 振 動 を 減 衰 さ せ 、 鍔 部 １ ６ ｂ で ア キ シ ア ル 方 向 の 振 動 を 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。
　 一 方 、 外 輪 側 緩 衝 材 １ ５ は 、 外 輪 １ ２ の 外 周 長 と 同 一 ま た は そ れ よ り も 若 干 短 い 内 周 長
を 有 す る 円 筒 状 （ ス リ ー ブ 状 ） の 環 状 部 １ ５ ａ と 、 そ の 一 端 側 に 形 成 さ れ 環 状 部 １ ５ ａ の
内 方 に 向 か っ て 延 設 さ れ た 鍔 部 １ ５ ｂ と を 有 し て い る 。 こ の 外 輪 側 緩 衝 材 １ ５ は 、 そ の 環
状 部 １ ５ ａ が 外 輪 １ ３ の 外 周 面 （ 壁 面 ） に 位 置 し 、 鍔 部 １ ５ ｂ が 外 輪 １ ３ の 一 方 の 端 面 （
壁 面 ） に 位 置 す る よ う に 外 輪 １ ３ に 嵌 合 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 環 状 部 １ ５ ａ で ラ ジ ア
ル 方 向 の 振 動 を 減 衰 さ せ 、 鍔 部 １ ５ ｂ で ア キ シ ア ル 方 向 の 振 動 を 減 衰 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 内 輪 側 緩 衝 材 １ ６ お よ び 外 輪 側 緩 衝 材 １ ５ は 、 い ず れ も 、 内 外 輪 １ ２ ， １ ３ と
は 異 な る 金 属 材 料 で あ っ て 、 防 振 係 数 （ 固 有 減 衰 能 ） が １ ％ 以 上 で 、 か つ 、 引 張 強 度 （ Ｊ
Ｉ Ｓ 　 Ｚ 　 ２ ２ ４ １ ） が １ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｍ ２ 以 上 の 金 属 材 料 （ 非 鉄 金 属 材 料 、 鉄 鋼 材 料 、 合
金 材 料 ） に よ り 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 緩 衝 材 １ ５ ， １ ６ は 、 い ず れ も 、 高 強 度 で 振
動 減 衰 性 の 低 い 内 外 輪 １ ２ ， １ ３ の 形 成 材 料 （ 軸 受 鋼 な ど ） と は 異 な る 金 属 材 料 で あ っ て
、 あ る 程 度 の 強 度 を 備 え つ つ も 、 振 動 減 衰 性 が 高 い 金 属 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 な か
で も 、 回 転 軸 １ １ の 高 い 振 動 減 衰 を 実 現 す べ く 、 防 振 係 数 が ８ ％ 以 上 で あ る 金 属 材 料 が 好
ま し い 。 ま た 、 過 酷 な 条 件 下 で の 使 用 に 耐 え 、 緩 衝 材 １ ５ ， １ ６ 自 体 が 破 壊 さ れ て し ま う
の を 有 効 に 防 止 す べ く 、 引 張 強 度 が ２ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｍ ２ 以 上 で あ る 金 属 材 料 を 用 い る の が 好
ま し い 。 特 に 、 防 振 係 数 が 高 く 、 し か も 引 張 強 度 が 大 き い 、 Ｍ ｎ － Ｃ ｕ 合 金 、 Ｃ ｕ － Ａ ｌ
－ Ｎ ｉ 合 金 、 Ｆ ｅ － Ａ ｌ 合 金 、 Ｔ ｉ Ｎ ｉ 、 Ｍ ｇ － ０ ． ６ ％ Ｚ ｒ 合 金 、 Ａ ｌ － Ｚ ｎ 合 金 、 高
炭 素 片 状 黒 鉛 鋳 鉄 等 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 に 係 る 転 が り 軸 受 装 置 １ ０ は 、 特 定 の 金 属 材 料 に よ
り 形 成 さ れ た 内 輪 側 緩 衝 材 １ ６ と 外 輪 側 緩 衝 材 １ ５ と を 備 え て い る の で 、 回 転 軸 １ の 振 動
（ ラ ジ ア ル 方 向 お よ び ア キ シ ア ル 方 向 か ら の 振 動 ） が 当 該 緩 衝 材 １ ５ ， １ ６ に 固 体 伝 播 し
て く る と 、 振 動 エ ネ ル ギ ー が 熱 エ ネ ル ギ ー な ど に 変 換 さ れ て 、 振 動 が 減 衰 す る こ と と な る
。 こ の た め 、 ハ ウ ジ ン グ ２ に ま で 回 転 軸 １ の 振 動 が 固 体 伝 播 し て し ま う の を 有 効 に 抑 制 す
る こ と が で き 、 そ の 結 果 と し て 騒 音 の 発 生 を 有 効 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 緩 衝 材
１ ５ 、 １ ６ 自 体 が 耐 久 性 を 備 え て い る の で 、 高 温 ・ 高 振 動 環 境 下 で 使 用 さ れ て も 、 破 壊 さ
れ に く く 、 長 期 に わ た り 安 定 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 転 が り 軸 受 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 本 実 施 形
態 に 係 る 転 が り 軸 受 装 置 ２ ０ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 転 が り 軸 受 装 置 １ ０ に 比 べ て 、 内
輪 １ ２ の 内 周 面 の 一 部 、 外 輪 １ ３ の 外 周 面 の 一 部 、 内 輪 １ ２ お よ び 外 輪 １ ３ の そ れ ぞ れ の
端 面 の 一 部 に 、 リ ン グ 状 の 緩 衝 材 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ 、 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ を 配
置 す る よ う に し た 点 で 異 な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 詳 細 に は 、 第 １ の 内 輪 側 緩 衝 材 ２ １ ａ は 、 リ ン グ 形 状 を し て お り 、 内 輪 １ ２ の 内 周 面 の
や や 右 側 に 周 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 凹 部 に 嵌 め 込 ま れ て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の
内 輪 側 緩 衝 材 ２ １ ｂ は 、 同 様 に リ ン グ 形 状 を し て お り 、 内 輪 １ ２ の 内 周 面 の や や 左 側 に 周
方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 凹 部 に 嵌 め 込 ま れ て 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 ３ の 内 輪 側 緩 衝
材 ２ １ ｃ は 、 同 様 に リ ン グ 形 状 を し て お り 、 内 輪 １ ２ の 一 方 の 端 面 （ 図 ２ で は 左 側 ） に 周
方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 凹 部 に 嵌 め 込 ま れ て 配 置 さ れ て い る 。
　 一 方 、 第 １ の 外 輪 側 緩 衝 材 ２ ２ ａ は 、 リ ン グ 形 状 を し て お り 、 外 輪 １ ３ の 外 周 面 の や や
左 側 に 周 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 凹 部 に 嵌 め 込 ま れ て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 外 輪
側 緩 衝 材 ２ ２ ｂ は 、 同 様 に リ ン グ 形 状 を し て お り 、 外 輪 １ ３ の 外 周 面 の や や 右 側 に 周 方 向
に 沿 っ て 形 成 さ れ た 凹 部 に 嵌 め 込 ま れ て 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 ３ の 外 輪 側 緩 衝 材 ２
３ ｃ は 、 同 様 に リ ン グ 形 状 を し て お り 、 外 輪 １ ３ の 一 方 の 端 面 （ 図 ２ で は 右 側 ） に 周 方 向
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に 沿 っ て 形 成 さ れ た 凹 部 に 嵌 め 込 ま れ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 第 １ ～ 第 ３ の 内 輪 側 緩 衝 材 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ お よ び 第 １ ～ 第 ３ の 外 輪 側
緩 衝 材 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ は 、 内 外 輪 １ ２ ， １ ３ の 形 成 材 料 と は 異 な る 金 属 材 料 で あ
っ て 、 防 振 係 数 が １ ％ を 超 え 、 か つ 、 引 張 強 度 が １ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｍ ２ 以 上 で あ る 金 属 材 料 に
よ り 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 の 転 が り 軸 受 装 置 ２ ０ で あ っ て も 、 第 １ の 実 施 形 態
と 同 様 、 特 に 高 温 ・ 高 振 動 環 境 下 に お い て 使 用 さ れ て も 、 長 期 に わ た っ て 破 壊 さ れ る こ と
な く 、 回 転 軸 １ の 振 動 を 減 衰 し て 、 ハ ウ ジ ン グ ２ へ の 固 体 伝 播 を 有 効 に 抑 制 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 者 ら が 行 っ た 検 証 試 験 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 軸
受 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｊ ２ 、 防 振 係 数 １ ％ 、 引 張 強 度 １ ８ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｍ ２ ） 製 の 内 外 輪 ３ ２ ， ３ ３ と
、 こ れ ら の 間 に 転 動 自 在 に 介 在 さ せ た 玉 ３ ４ と を 備 え た 型 番 ６ ０ ０ ６ 相 当 の 深 溝 玉 軸 受 ３
１ の 壁 面 （ 外 周 面 と 片 端 面 ） に 、 鍔 付 き 円 筒 状 の Ｍ ｎ － Ｃ ｕ 合 金 （ 防 振 係 数 ４ ０ ％ 、 引 張
強 度 ５ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｍ ２ ） 製 の 鍔 付 き 緩 衝 材 ３ ５ を 嵌 合 さ せ て 、 型 番 ６ ２ ０ ６ （ 内 径 ３ ０ ×
外 径 ６ ２ × 幅 １ ６ ） 相 当 の サ イ ズ に し た 転 が り 軸 受 装 置 ３ ０ を 準 備 し た 。 ま た 、 Ｍ ｎ － Ｃ
ｕ 合 金 製 の 鍔 付 き 緩 衝 材 ３ ５ と 同 一 形 状 の 、 ナ イ ロ ン 製 の 鍔 付 き 緩 衝 材 、 鋳 鉄 製 の 鍔 付 き
緩 衝 材 も 併 せ て 準 備 し 、 同 様 に し て 、 転 が り 軸 受 装 置 を 準 備 し た 。 さ ら に 、 鍔 付 き 緩 衝 材
を 用 い な い 軸 受 鋼 製 の 転 が り 軸 受 （ 型 番 ６ ２ ０ ６ ） か ら な る 転 が り 軸 受 装 置 も 準 備 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 つ ぎ に 、 準 備 し た 転 が り 軸 受 装 置 ３ ０ に つ い て 、 図 ４ に 示 す 軸 受 動 特 性 測 定 機 を 用 い て
、 減 衰 効 果 を 調 べ た 。 詳 細 に は 、 ま ず 、 転 が り 軸 受 装 置 ３ ０ を バ ネ に よ り ア キ シ ア ル 方 向
（ 図 の 矢 印 の 方 向 ） に 定 圧 予 圧 （ ５ ０ ０ Ｎ ） を 加 え た 状 態 で 、 ラ ジ ア ル 加 振 装 置 ５ ２ 、 ５
５ に よ り ラ ジ ア ル 方 向 に 加 振 力 ± ４ ９ Ｎ で 回 転 軸 ５ １ を 加 振 し な が ら 、 モ ー タ ５ ３ に よ り
回 転 速 度 ２ ４ ０ ０ ｍ ｉ ｎ － １ で 回 転 駆 動 さ せ 、 ラ ジ ア ル セ ン サ ６ ０ に よ り 回 転 軸 ５ １ の 挙
動 を 検 知 し た 。 そ し て 、 検 知 し た 挙 動 デ ー タ に よ っ て 回 転 軸 ５ １ の 振 動 応 答 を 求 め 、 応 答
曲 線 の 半 値 幅 法 を 用 い て 損 失 係 数 を 算 出 し 、 振 動 加 速 度 （ レ ベ ル ） を 求 め た 。 な お 、 ５ ４
は 、 ア キ シ ア ル セ ン サ で あ り 、 ５ ６ は 回 転 軸 ５ １ の 他 方 側 の 支 持 軸 受 で あ る 。
　 ま た 、 ナ イ ロ ン 製 の 鍔 付 き 緩 衝 材 を 用 い た 転 が り 軸 受 装 置 、 鋳 鉄 製 の 鍔 付 き 緩 衝 材 を 用
い た 転 が り 軸 受 装 置 、 鍔 付 き 緩 衝 材 を 用 い な い 軸 受 鋼 製 の 転 が り 軸 受 （ 型 番 ６ ２ ０ ６ ） か
ら な る 転 が り 軸 受 装 置 に つ い て も 、 同 様 に し て 、 振 動 加 速 度 （ レ ベ ル ） を 求 め た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ は 、 上 記 軸 受 動 特 性 測 定 機 に 転 が り 軸 受 装 置 を 組 み 込 ん で 求 め た （ 加 振 ） 周 波 数 に
対 す る 振 動 加 速 度 （ レ ベ ル ） の 結 果 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。
　 同 図 か ら 明 ら か な よ う に 、 Ｍ ｎ － Ｃ ｕ 合 金 製 の 鍔 付 き 緩 衝 材 を 用 い た 転 が り 軸 受 装 置 （
Ａ 線 ） は 、 ナ イ ロ ン 製 の 鍔 付 き 緩 衝 材 を 用 い た 転 が り 軸 受 装 置 （ Ｂ 線 ） 、 鋳 鉄 製 の 鍔 付 き
緩 衝 材 を 用 い た 転 が り 軸 受 装 置 （ Ｃ 線 ） 、 軸 受 鋼 製 の 転 が り 軸 受 か ら な る 転 が り 軸 受 装 置
（ Ｄ 線 ） に 比 べ て 、 全 体 的 に 振 動 加 速 度 （ レ ベ ル ） が 小 さ く な っ て お り 、 高 い 振 動 減 衰 効
果 が 得 ら れ て い る こ と が 確 認 さ れ る 。 特 に 、 （ 加 振 ） 周 波 数 が １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ Ｈ ｚ の
範 囲 に お い て 、 振 動 減 衰 の 効 果 が 高 い こ と が 確 認 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 本 発 明 の 転 が り 軸 受 装 置 は 、 上 記 説 明 し た も の に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 す な
わ ち 、 緩 衝 材 は 、 内 輪 の 内 周 面 側 お よ び 外 輪 の 外 周 面 側 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 配 置 す
れ ば よ く 、 ま た 緩 衝 材 の 形 状 に つ い て も 、 回 転 軸 の 振 動 を 減 衰 し て そ の 振 動 の 固 体 伝 播 を
有 効 に 抑 制 で き る の で あ れ ば 、 適 宜 の 形 状 に し て も よ い 。
　 ま た 、 本 発 明 の 転 が り 軸 受 装 置 を 構 成 す る 転 が り 軸 受 と し て は 、 深 溝 玉 軸 受 に 限 ら ず 、
他 の 玉 軸 受 や こ ろ 軸 受 も 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 転 が り 軸 受 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 転 が り 軸 受 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 検 証 試 験 で 用 い た 転 が り 軸 受 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 軸 受 動 特 性 測 定 機 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 各 転 が り 軸 受 装 置 に つ い て の （ 加 振 ） 周 波 数 と 振 動 加 速 度 （ レ ベ ル ） と の 関 係 を
示 す グ ラ フ 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ 　 　 　 回 転 軸
　 ２ 　 　 　 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ０ 　 　 転 が り 軸 受 装 置
　 １ １ 　 　 深 溝 玉 軸 受 （ 転 が り 軸 受 ）
　 １ ２ 　 　 内 輪
　 １ ３ 　 　 外 輪
　 １ ４ 　 　 玉 （ 転 動 体 ）
　 １ ５ 　 　 外 輪 側 緩 衝 材
　 １ ５ ａ 　 環 状 部
　 １ ５ ｂ 　 鍔 部
　 １ ６ 　 　 内 輪 側 緩 衝 材
　 １ ６ ａ 　 環 状 部
　 １ ６ ｂ 　 鍔 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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